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中部方面総監初度視察受中部方面総監初度視察受

第
四
陸
曹
教
育
隊
長

髙

木

 

一

成

 

一
佐

第
一
〇
九
教
育
大
隊
長

山

口

 

卓

二

 

二
佐

有
吉
一
佐

 

離
任

高
野
二
佐

 

離
任

中
部
方
面
混
成
団
（団
長

 

上
野
惠

一
佐
）

 

及
び
大
津
駐
屯
地
所
在
部
隊
は
、
七
月
三
日
、

 

中
部
方
面
総
監

 

火
箱

 

芳
文
陸
将
の
初
度

 

視
察
を
受
け
た
。

火
箱
総
監
は
、
状
況
報
告
・
営
内
巡
視
等
に

 

よ
り
、
団
及
び
大
津
駐
屯
地
の
現
状
・問
題

 

点
及
び
要
望
事
項
を
把
握
さ
れ
た
。

訓
示
で
は
、
総
監
の
要
望
事
項
で
あ
る
「即

 

動

 

必
遂
」
の
精
神
を
高
い
使
命
感
に
よ
り
維

 

持
し
、
誇
り
を
も
っ
て
職
務
に
専
念
す
る
よ

 

う
要
望
さ
れ
る
と
と
も
に
、
遵
法
精
神
の
重

 

要
性
と
環
境
の
変
化
に
お
い
て
、
隊
員
を
如

 

何
に
育
成
し
て
い
く
か
総
監
の
経
験
談
を
交

 

え
て
徹
底
さ
れ
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
成
二
十
年
八
月
一
日
付
で
、
第
四
陸
曹
教
育

 

隊
長
に
高
木
一
佐
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊
長
に
山

 

口
二
佐
が
着
任
し
た
。

新
部
隊
長
紹
介

●
生
年
月
日

 

昭
和
三
十
年
五
月
十
六
日

●
出

身

地

 

岡
山
県
津
山
市

●
家
族
構
成

 

妻
、
子
×
二

●
主
要
勤
務
歴

防
大

 

二
十
二
期
（幹
候

 

七
十
八
期
）

第
十
特
科
連
隊

 

中
隊
長

第
十
師
団
司
令
部

 

情
報
幹
部

九
州
地
区
補
給
処

 

情
報
班
長

第
三
特
科
連
隊

 

三
科
長

第
十
特
科
連
隊

 

第
三
大
隊
長

広
島
地
方
連
絡
部

 

募
集
課
長

中
部
方
面
総
監
部

 

募
集
班
長

和
歌
山
地
方
連
絡
部

 

副
部
長

中
部
方
面
総
監
部

 

募
集
課
長

●
趣

 

味

 

釣
り
、
ゴ
ル
フ

●
部
隊
長
要
望
事
項

「明

 

る

 

く

 

強
く

 

逞
し
く
」

「一

 

歩

 

前

 

へ
」

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
生
年
月
日

 

昭
和
三
十
四
年
八
月
十
四
日

●
出

身

地

 

奈
良
県
大
和
高
田
市

●
家
族
構
成

 

妻
、
子
×
二

●
主
要
勤
務
歴

防
大

 

二
十
六
期
（幹
候

 

八
十
二
期
）

第
十
二
特
科
連
隊
中
隊
長

装
備
開
発
実
験
隊

 

実
験
幹
部

第
七
師
団
司
令
部

 

総
括
班
長

第
五
特
科
連
隊

 

三
科
長

東
部
方
面
総
監
部

 

監
察
官
付

第
三
特
科
連
隊

 

第
一
大
隊
長

大
阪
地
方
連
絡
部

 

堺
出
張
所
長

大
阪
地
方
協
力
本
部

 

阪
南
地
区
隊
長

●
趣

 

味

 

ゴ
ル
フ

●
部
隊
長
要
望
事
項

「前

 

向

 

き

 

に

 

」

「明

 

朗

 

・颯

 

爽

 

と

 

」

有
吉
哲
郎
一
佐
は
、
第
四
陸
曹

 

教
育
隊
長
と
し
て
の
二
年
間
の
勤

 

務
を
終
え
、
平
成
二
十
年
八
月
一

 

日
付
で
豊
川
駐
屯
地
業
務
隊
長

 

と
し
て
栄
転
さ
れ
た
。

高
野
勇
人
二
佐
は
、
第
一
〇
九

 

教
育
大
隊
長
と
し
て
の
二
年
間
の

 

勤
務
を
終
え
、
平
成
二
十
年
八
月

 

一
日
付
で
中
部
方
面
混
成
団
本

 

部
付
と
な
っ
た
。

な
お
、
十
一
月
三
日
付
で
定
年

 

退
官
と
な
り
、
三
十
一
年
有
余
の

 

自
衛
隊
勤
務
を
全
う
さ
れ
る
。

火箱総監と上野団長

総監出迎え

営内巡視

総監訓示 訓練場視察
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

◆
即
応
予
備
自
衛
官
に
対
す
る
水
難
救
助
訓
練

◆
新
格
闘
普
及
教
育

＃１５６陸曹上級課程（７／８～９／１９）＃３７陸曹基礎英語課程（７／２４～１０／２９）

第

 

四

 

陸

 

曹

 

教

 

育

 

隊

親
子
で
同
時
期
入
校

同
時
期
に
入
校
し
た
親
子
が
、

 

隊
朝
礼
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
中

 

隊
代
表
と
し
て
三
分
間
講
話
を

 

実
施
し
た
。

父
親
の
土
居
一
曹
は
、
息
子
の

 

前
で
緊
張
し
た
様
子
で
「息
子
と

 

同
じ
時
期
に
入
校
で
き
て
良
か
っ

 

た
。
」と
述
べ
、
土
居
曹
候
は
、

 

「入

 

校

 

中

 

に

 

娘

 

が

 

誕

 

生

 

し

 

た

 

が

 

、

会
え
な
く
て
寂
し
い
。
四
曹
教
を

 

卒
業
し
た
ら
、
胸
を
張
っ
て
会
い

 

に
行
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
」

 

と
抱
負
を
述
べ
た
。

土
居
一
曹
は
、
三
人
い
る
子
供

 

の
中
で
自
分
と
同
じ
道
を
選
ん

 

だ
息
子
の
立
派
な
姿
と
、
七
人
目

 

の
孫
が
出
来
た
事
に
感
極
ま
っ
て

 

目
を
潤
ま
せ
て
い
た
。

第
一
五
五
期
陸
曹
上
級
課
程

第
四
十
六
普
連
科
連
隊

 

一
曹

 

土
居

 

海
洋

第
一
一
三
期
（一
次
）
陸
曹
候
補
生
課
程

第
十
三
施
設
隊

 

士
長

 

土
居

 

功
昌

四
曹
教
投
稿

◆
各
課
程
教
育

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（連
隊
長

 

森
川

 

建
司
一
佐
）は
、
七
月
に
水
難
救
助
を
主
体

 

と
し
た
訓
練
を
各
中
隊
ご
と
実
施
し
た
。

主
要
訓
練
内
容
は
、
救
急
法
、
溺
者
救
助

 

法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
等
だ
が
、
知
識
の
有

 

無
、
練
度
の
違
い
が
人
命
に
大
き
く
関
わ
る

 

た
め
、
正
確
な
動
作
を
重
視
し
て
教
育
し
た
。

任
務
完
遂

誇
り
・情
熱
・実
行

俺
を
見
よ
！
俺
に
続
け
！

地
元
の
消
防
組
合
員
に
よ
る
救
急
法
、
赤

 

十
字
救
急
指
導
員
の
資
格
を
持
つ
隊
員
に
よ

 

る
専
門
的
知
識
の
教
育
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を

 

利
用
し
た
溺
者
救
助
法
等
、
各
中
隊
が
工
夫

 

を
凝
ら
し
た
訓
練
を
実
施
し
、
即
応
予
備
自

 

衛
官
の
理
解
と
練
度
向
上
に
努
め
た
。

第
四
陸
曹
教
育
隊
（隊
長

 

高
木

 

一
成
一
佐
）は
、
七
月
七
日
～
九
月

 

二
十
六
日
の
間
、
第
一
一
三
期
（二

 

次
）
陸
曹
候
補
生
、
第
一
五
六
期
陸

 

曹
上
級
の
課
程
教
育
を
実
施
し
た
。

夏
の
猛
暑
に
耐
え
た
各
学
生
は
、

 

そ
れ
ぞ
れ
に
基
礎
的
な
知
識
・技
能

 

及
び
体
力
・
気
力
を
修
得
し
、
原
隊

 

復
帰
後
は
部
隊
で
の
原
動
力
と
し
て

 

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、
七
月
二
十
二

 

日
～
三
十
日
の
間
、
新
格
闘
普
及
教
育
を
実

 

施
し
た
。

教
官

 

住
田
一
曹
（二
中
隊
）、
助
教

 

松
田

 

二
曹
（一
中
隊
）
の
指
導
に
よ
り
、
各
中
隊
指

 

導
要
員
の
練
度
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

連
隊
全
隊
員
に
対
し
、
一
級
練
度
判
定
課
目

 

及
び
連
行
術
等
の
展
示
教
育
を
実
施
し
、
今

 

年
度
の
連
隊
の
新
格
闘
練
成
へ
の
基
礎
を
確

 

立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

展
示
教
育
で
は
、
教
官
・
助
教
の
卓
越
し
た

 

展
示
動
作
を
、
全
隊
員
が
熱
心
に
研
修
し
た
。

住田１曹の気迫のこもった展示

気合い十分！松田２曹の展示

消防組合員による心肺蘇生法教育

常備自衛官による溺者搬送法の展示

＃１１３（２次）陸曹候補生課程（７／７～９／２６）

ＬＬ教育 １０師団長の訓話受

総合訓練・突撃
総合訓練・攻撃

障害走
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第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊

◆
七
月
新
隊
員
教
育

◆
予
備
自
衛
官
補
教
育

◆
夏
休
み

 

ち
び
っ
こ
大
会
支
援

ロープ橋にチャレンジ！

炎天下での天幕展張晩ご飯はバーベキュー

第
一
〇
九
教
育
大
隊
は
、
七
月

 

二
十
六
～
二
十
七
日
に
大
津
駐
屯

 

地
の
夏
休
み
ち
び
っ
こ
大
会
を
支

 

援
し
た
。

駐
屯
地
近
傍
の
下
坂
本
及
び
南

 

滋
賀
子
供
会
の
児
童
三
十
四
名
が
、

 

基
本
教
練
、
天
幕
展
張
、
野
外

 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ロ
ー
プ
訓
練
、
体

 

験
試
乗
等
、
自
衛
隊
な
ら
で
は
の

 

メ
ニ
ュ
ー
を
体
験
し
、
夏
休
み
の
一

 

時
を
満
喫
し
た
。

担
当
し
た
第
三
一
六
共
通
教
育

 

中
隊
の
隊
員
は
、
炎
天
下
に
も
か

 

か
わ
ら
ず
親
身
で
献
身
的
な
支
援

 

を
実
施
し
、
子
供
と
共
に
参
加
し

 

た
保
護
者
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
。

児
童
た
ち
も
、
「自
衛
隊
の
人
は

 

皆
優
し
い
し
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

 

ま
た
参
加
し
た
い
。
」
と
口
々
に
感

 

想
を
述
べ
て
お
り
、
今
大
会
は
、
参

 

加
者
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と

 

親
近
感
の
醸
成
に
大
き
く
貢
献
し

 

た
。

ヘリによる航空偵察

声高らかにハイポート 基本教練

実弾射撃戦闘訓練

勇ましくハイポート

第
一
〇
九
教
育
大
隊
及
び
第

 

一
一
〇
教
育
大
隊
は
、
七
月
中

 

旬
か
ら
予
備
自
衛
官
補
教
育
を

 

実
施
し
て
い
る
。

七
～
九
月
は
夏
休
み
を
利
用

 

し
て
参
加
す
る
大
学
生
も
多
く
、

 

一
般
及
び
技
能
の
コ
ー
ス
共
に
、

 

現
職
自
衛
官
に
負
け
ず
と
も
劣

 

ら
ず
、
各
種
訓
練
に
汗
を
流
し

 

て
頑
張
っ
て
い
る
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（大
隊
長

 

米
谷

 

哲
司
二
佐
）は
、
七
月
二

 

十
八
日
～
十
月
十
六
日
の
間
、
第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊
が
担
任

 

で
七
月
隊
員
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

二
十
五
名
の
新
隊
員
た
ち
は
、
夏
の
猛
暑
に
耐
え
抜
き
、
部
隊
に

 

お
い
て
真
に
役
立
つ
隊
員
と
な
る
べ
く
、
各
種
訓
練
に
汗
を
流
し
て
い

 

る
。

自衛隊体操

◆
職
場
体
験
学
習
支
援

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（大
隊
長

 

山
口
卓
二
二
佐
）
は
、
七
月
七
～

 

九
日
の
間
、
第
三
一
五
共
通
教
育
中
隊
が
担
当
で
、
彦
根
市
立
東
中

 

学
校
二
年
生
の
職
場
体
験
学
習
を
支
援
し
た
。

駐
屯
地
を
訪
れ
た
三
名
の
生
徒
は
、
基
本
教
練
、
野
外
勤
務
、
救

 

急
法
等
を
体
験
し
、
規
律
正
し
い
自
衛
隊
の
職
場
を
体
験
す
る
と
と

 

も
に
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
親
近
感
を
深
め
た
。

体験試乗で颯爽と敬礼！

基本教練

格闘訓練
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◆
び
わ
こ
大
花
火
大
会
協
力
支
援

◆
富
士
総
合
火
力
演
習
見
学
案
内

大津駐屯地からの大パノラマ

上野団長と共に見学する協力者

見学者を圧倒した大火力

大
津
駐
屯
地
は
、
八
月
八
日
の
「び
わ
湖
大
花
火
大
会
」に

 

お
い
て
例
年
の
と
お
り
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
、
訪
れ
た
約

 

二
四
〇
〇
人
の
地
元
市
民
は
、
駐
屯
地
湖
岸
か
ら
見
え
る
大

 

パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
し
た
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
の
要
請
を
受
け
て
通
信
支
援
を
実
施

 

し
、
大
会
に
お
け
る
通
信
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
し
た
。

中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津

 

駐
屯
地
は
、
八
月
十
八
～
十
九

 

日
、
団
友
の
会
並
び
に
大
津
駐
屯

 

地
協
力
会
等
十
四
名
の
方
々
を
、

 

平
成
二
十
年
度
富
士
総
合
火
力

 

演
習
見
学
に
引
率
案
内
し
た
。

バ
ス
で
の
長
距
離
移
動
で
は

 

あ
っ
た
が
、
見
学
当
日
は
天
候
に

 

も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
自
衛
隊
の

 

実
弾
射
撃
の
威
力
と
完
璧
な
訓

 

練
成
果
の
発
揮
に
、
感
嘆
の
声
を

 

上
げ
て
い
た
。

◆
団
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
誕
生

◆
団
省
エ
ネ
標
語
の
紹
介

中
部
方
面
混
成
団
は
、
最
近
の
原
油
高
騰
に
伴
う

 

燃
料
不
足
の
状
況
を
考
慮
し
、
隊
員
の
燃
料
節
約

 

の
意
識
を
高
揚
す
る
た
め
、
省
エ
ネ
標
語
を
隷
下

 

部
隊
か
ら
募
集
し
た
。

審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品
は
、
次
の
と
お
り
。

●
減
ら
そ
う
ア
ク
セ
ル

 

増
や
そ
う
相
乗
り

団
本
部

 

小
池
二
曹

●
一
人
一
人
が
心
掛
け
よ
う

 

エ
コ
マ
ナ
ー
と
エ
コ
運
転

四
十
七
普
連

 

中
本
（浩
）一
曹

●
目
的
地

 

着
い
た
ら
直
ち
に

 

エ
ン
ジ
ン
停
止

四
曹
教

 

染
川
一
曹

●
少
し
だ
け

 

ア
ク
セ
ル
緩
め
て

 

エ
コ
運
転

一
〇
九
教
大

 

森
本
二
曹

●
ア
ク
セ
ル
の

 

踏
み
方
緩
め
て

 

エ
コ
運
転

一
一
〇
教
大

 

塀
内
三
曹

●

 

三
本
の
剣
は
、
誇
り
高
き
陸
上
自
衛
官
の

 

心
得
で
あ
る
「挑
戦
」、｢

献
身｣

、
「誠

 

実

 

」を

 

表

 

し
て
い
る
。

●

 

翼
は
、
教
育
部
隊
で
あ
る
混
成
団
か
ら
若

 

者
が
大
き
く
育
つ
よ
う
に

｢

羽
ば
た
け
！
若
人｣

を
表
し
て
い
る
。

中
部
方
面
混
成
団
は
、
新
編
後
の
部
隊
シ
ン

 

ボ
ル
マ
ー
ク
を
隷
下
部
隊
か
ら
公
募
し
、
審
査

 

の
結
果
、
最
優
秀
作
品
を
団
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

 

ク
に
決
定
し
た
。

十
月
一
日
か
ら
各
部
隊
で
使
用
す
る
。作者：４７普連

 

本管中

１曹

 

河内

 

直也

10
月
１
日

 

団
友
の
会
激
励
行
事

３
日

 

第
三
師
団
追
悼
式

12
日

 

大
津
祭
支
援

16
日

 

七
月
隊
員
修
了
式

19
日

 

方
面
記
念
日
行
事

25
日

 

海
自
体
験
航
海

11
月
30
日

 

ヘ
リ

 

体

 

験

 

搭

 

乗

12
月
26
日

 

駐
屯
地
餅
つ
き
大
会

10 

月

 

～

 

12 

月

 

主

 

要

 

行

 

事

第
一
〇
九
教
育
大
隊
第
三
一

 

六
共
通
教
育
中
隊
の
有
志
主
力

 

が
、
八
月
三
十
一
日
、
「第
二
二

 

回

 

伊
吹
山
か
っ
と
び
マ
ラ
ソ

 

ン
」に
参
加
し
、
ア
タ
ッ
ク
の
部

 

（十

 

㎞

 

）
と

 

チ

 

ャ

 

レ

 

ン

 

ジ

 

の

 

部

 

（五

 

㎞
）に
各
々
挑
戦
し
て
全
員
が
完

 

走
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
は
、
近
傍
の

 

隊
員
宅
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
流
し

 

そ
う
め
ん
を
実
施
し
て
、
家
族

 

を
含
め
た
融
和
団
結
の
絆
を
深

 

め
た
。

成
果
は
次
の
と
お
り
。

ア
タ
ッ
ク
総
合

 

一
位

三
一
五
中

 

大
杉
三
曹

ア
タ
ッ
ク
三
十
歳
以
上

 

五
位

三
一
六
中

 

茂
山
三
曹

ア
タ
ッ
ク
女
子

 

五
位

三
一
六
中

 

河
合
三
曹

隊
員
投
稿

夏
の
思
い
出
か
っ
と
び
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ

参加した３１６中のメンバー見事な１位！

 

大杉３曹

◆
臨
地
実
習
支
援

配食する女子大生

大
津
駐
屯
地
（司
令

 

上
野
惠
一
佐
）

 

は
、
八
月
四
～
八
日
及
び
十
八
～
二
十

 

二
日
の
間
、
京
都
光
華
女
子
大
学
の
管

 

理
栄
養
士
養
成
課
程
三
年
生
の
臨
地
実

 

習
を
受
入
支
援
し
た
。

十
二
名
の
実
習
生
た
ち
は
、
食
堂
勤

 

務
者
の
真
摯
で
熱
意
あ
る
指
導
の
元
、

 

多
忙
な
給
食
現
場
を
体
験
す
る
と
と
も

 

に
、
自
衛
隊
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を

 

深
め
た
。
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